
（様式２） 

特別顧問・特別参与が従事した職務の遂行に係る情報（事後公表） 

 

【担当課：政策企画室広報担当】 

議 題 大阪市の広報について（改善に向けた検討状況報告） 

日 時 平成 30年 12月 17日（月曜）15時 00分～16時 10分 

場 所 近畿大学総合社会学部教授研究室（東大阪市） 

出 席 者 

(特別顧問・特別参与)： 

 山本特別参与 

(職員等)： 

 副首都推進局（戦略調整担当課長代理・担当係長） 

 政策企画室（広報担当課長代理 外１名） 

  

論 点 ・大阪市の各種広報媒体及び広報手法について 

主 な 意 見 

（大都市制度広報） 

・ 広報紙に、キャラクターを使う利点は、平易な言葉で説明できること。市

からの説明であれば過不足なく正確にとなるが、キャラクターなら伝聞の

形で端的に表現できる。難しいものの説明を少しでも読む人に近づけるよ

うな役割をキャラクターに持たせることができれば。読もうと思うきっか

けになれば良い。 

（保育士募集大判ポスター） 

・ キャッチコピーについては、時間がある限り考えるべき。結果としてその

ままということもありうるが。候補として考えたキャッチコピーの中に、

他の人から見れば良いものがある可能性もあるので、残しておいた方が良

い。 

結 論 ・ 本日の助言を踏まえ、事業実施に向け検討を進める。 

説明等資料 
 

備 考 
 

関 係 所 属 

（ 部 課 ） 

副首都推進局戦略調整担当 

政策企画室市民情報部広報担当 

 


